
受
験
番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
名 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
二

○

二

二

年

度 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
武
蔵
野
学
院
大
学 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

特 

待 

生 

選 

抜 

入 

学 

試 

験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二

〇

二

二

年

一

月

二

九

日

実

施 

国 

語 

総 

合
（
一
〇
〇
点 

六
〇
分
） 

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

注

意

事

項

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

― 

一 

試

験

開

始

の

指

示

が

あ

る

ま

で

、

こ

の

問

題

冊

子

の

中

を

見

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

二 

監

督

者

の
「

解

答

は

じ

め

」
の

指

示

が

あ

っ

た

後

、
速

や

か

に

問

題

冊

子

と

解

答

用

紙

の

両

方

の

所

定

欄

に

受

験

番 

 
 

号

と

氏

名

を

記

入

し

な

さ

い

。 

三 

こ

の

問

題

冊

子

は

、

７

ペ

ー

ジ

あ

り

ま

す

。

試

験

中

に

問

題

冊

子

の

印

刷

不

鮮

明

、

ペ

ー

ジ

の

落

丁

・

乱

丁

及

び 

解

答

用

紙

の

汚

れ

等

に

気

付

い

た

場

合

は

、

手

を

高

く

挙

げ

て

監

督

者

に

知

ら

せ

な

さ

い

。 

四 

解

答

は

、

解

答

用

紙

の

所

定

の

欄

に

記

入

し

な

さ

い

。 

五 

問

題

冊

子

の

余

白

等

は

適

宜

利

用

し

て

よ

い

が

、

ど

の

ペ

ー

ジ

も

切

り

離

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

六 

不

正

行

為

に

つ

い

て 

 
 

 

①

不

正

行

為

に

対

し

て

は

厳

正

に

対

処

し

ま

す

。 

 
 

 

②

不

正

行

為

に

見

え

る

よ

う

な

行

為

が

見

受

け

ら

れ

た

場

合

は

、
監

督

者

が

注

意

を

し

ま

す

の

で

、
注

意

や

指

示 

 

に

従

っ

て

く

だ

さ

い

。

従

わ

な

い

場

合

に

は

、

不

正

行

為

と

み

な

さ

れ

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。 

③

不

正

行

為

を

行

っ

た

場

合

は

、

そ

の

時

点

で

受

験

を

取

り

や

め

さ

せ

退

室

さ

せ

ま

す

。 

七 

試

験

終

了

後

、

問

題

冊

子

は

回

収

し

ま

す

。 



1 

 

第
一
問 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
祝
宴
で
喜
び
を
わ
か
ち
あ
う
。 

 
（
２
）
親
の
敵
を
見
る
よ
う
な
目
。 

 

（
３
）
研
究
を
重
ね
、
疫
病
の
治
療
を
め
ざ
す
。 

 

（
４
）
授
か
っ
た
恩
恵
に
感
謝
す
る
。 

 
 

（
５
）
金
塊
に
目
が
く
ら
む
。 

 

（
６
）
は
ち
植
え
の
双
葉
に
春
を
感
じ
る
。 

 

（
７
）
寝
食
を
忘
れ
、
の
め
り
こ
む
。 

 

（
８
）
気
を
紛
ら
す
。 

 

（
９
）
物
語
の
枢
要
な
人
物
。 

 

（
１
０
）
罪
を
償
う
。 

  
 



2 

 

第
二
問 

次
の
空
欄
に
入
る
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
選
択
肢
の
中
か
ら
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
例
）
（ 

 
 

 

）
ら
か
に
話
す
。 

 
 

 
 

 

ア 

急
流 

 
 

イ 

華
麗 

 
 

ウ 

円
滑 

 
 

エ 

潤
沢 

 
 

 
 

 
 

正
答 

ウ
（
滑
ら
か
に
話
す
） 

 

（
１
）
人
々
の
間
に
驚
き
が
（ 

 
 

）
け
抜
け
た
。 

 

ア 

賭
博 

 
 

イ 

競
走 

 
 

ウ 

駆
使

     

エ 

通
行 

 

（
２
）
（ 

 
 

）
し
い
成
長
に
感
心
す
る
。 

 

ア 

甚
大 

 
 

イ 
著
作 

 
 

ウ 

山
頂 

 
 

エ 

過
敏 

 
 

（
３
）
犯
罪
を
（ 

 
 

）
く
た
め
の
法
律
。 

 

ア 

歳
末 
 

 

イ 

栽
培 

 
 

ウ 

掲
載 

 
 

エ 

裁
量 

 

（
４
）
山
登
り
を
し
て
、
自
然
に
（ 

 
 

）
る
。 

 

ア 

還
暦 

 
 

イ 

環
境 

 
 

ウ 

変
換 

 
 

エ 

交
替 

 

（
５
）
専
制
君
主
が
（ 

 
 

）
べ
る
国
家
。 

 

ア 

滑
降 

 
 

イ 

統
合 

 
 

ウ 

総
体 

 
 

エ 
治
世 



3 

 

第
三
問 

次
の
四
字
熟
語
の
空
欄
部
分
に
挿
入
す
べ
き
語
句
を
カ
タ
カ
ナ
で
示
し
た
語
群
の
中
か
ら
選
び
、
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
（ 

 
 

）
自
賛 

 
（
２
）
破
顔
（ 

 
 

） 

 

（
３
）
自
給
（ 

 
 

） 

 

（
４
）
（ 

 
 

）
一
転 

 

（
５
）
千
載
（ 

 
 

） 

  

《 

語
群 

》 

 

ジ
ソ
ク 

 
 

シ
ン
キ 

 
 

イ
ッ
シ
ン 

 
 

ジ
ガ 

 
 

イ
チ
グ
ウ 

 
 

イ
ッ
シ
ョ
ウ 

 
 

 

   
 



4 

 

第
四
問 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
日
本
社
会
が
協
調
と
い
う
特
性
を
維
持
し
優
先
し
て
き
た
理
由
に
注

１

神
仏
習
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
多
神
教
の
素
地
が
あ
り
、

ま
た
水
稲
栽
培
に
不
可
欠
な
水
の
確
保
と
集
団
的
行
動
を
求
め
ら
れ
る
村
社
会
の
存
在
が
あ
る
。
た
だ
個
々
人
の
自
主
的
意
見
が
強

す
ぎ
る
場
合
や
横
紙
破
り
の
主
張
で
ま
と
ま
り
を
欠
く
社
会
に
な
る
危
険
性
も
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
争
わ
ず
に
協
調

す
る
こ
と
を
優
先
し
た
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
努
力
を
し
て
き
た
面
も
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
現
在
も
①

聖
徳
太
子
に
よ
る
「
和

を
以
て
貴
し
と
な
す
」
を
規
範
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
が
半
ば
習
慣
化
し
た
状
況
は
、
そ
の
象
徴
と
言
い
得
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

協
調
や
和
が
優
先
さ
れ
た
社
会
は
基
本
的
に
穏
や
か
で
あ
り
、
人
々
の
平
穏
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
海
外
諸

国
と
の
間
に
生
じ
た
大
き
な
問
題
や
日
本
国
内
に
お
け
る
深
刻
な
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、
協
調
や
和
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
き

た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
証
し
、
将
来
の
参
考
に
資
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

【 

中
略 

】 

  

ま
た
現
在
進
行
形
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
〇
〇
〇
兆
円
を
超
え
る
借
金
大
国
に
陥
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
効
な
政
策
が
未
だ
十

分
に
示
さ
れ
ず
、
自
分
自
身
を
含
む
日
本
人
全
体
が
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
す
る
粘
り
強
さ
に
欠
け
、
曖
昧
な
ま
ま
先
送
り
す
る
こ
と

に
深
刻
な
違
和
感
を
抱
き
つ
つ
も
具
体
的
展
開
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
今
後
の
日
本
人
個
々
人
は
、
倫
理
的
・
道
徳
的
価
値
観
の
う
え
に
た
っ
て
謙
虚
な
姿
勢
を
保
つ

こ
と
は
当
然
と
し
て
も
一
方
で
は
②

沈
黙
し
が
ち
な
自
ら
の
壁
を
意
識
的
に
打
破
し
、
曖
昧
さ
を
排
除
し
た
自
主
的
意
見
を
主
張
す

る
気
風
の
重
要
性
を
強
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
や
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
を
教
訓
に
最
悪
の
事
態
を
想
定

し
た
う
え
で
の
前
向
き
な
意
見
の
重
要
性
で
あ
り
、
た
と
え
そ
れ
が
少
数
意
見
で
あ
っ
た
と
し
て
も
意
見
と
し
て
主
張
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
他
方
で
は
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
。
沈
黙
に
も
と
づ
く
曖
昧
な
態
度
が
結
果
的
に
協
調
し
同
意
し
た
こ
と
と
同
じ
で
あ

る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
生
ず
る
リ
ス
ク
は
、
未
然
に
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

日
本
で
は
よ
く
会
議
が
開
か
れ
る
。
そ
こ
で
の
議
論
の
目
的
は
お
互
い
の
意
見
を
出
し
合
い
、
一
番
良
い
結
論
に
ま
と
め
て
い
く

こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
参
加
者
全
員
の
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
も
大
切
な
成
果
で
あ
る
。 

 

③

討
論
は
、
あ
る
事
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
が
正
し
く
対
立
す
る
側
の
意
見
は
間
違
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

           

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。 
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を
教
育
的
に
訓
練
す
る
場
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
あ
る
。
欧
米
で
は
良
く
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
日
本
で
も
教
育
デ
ィ
ベ
ー
ト

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
七
月
一
六
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル 

仕
事
の
流
儀

『
未
来
を
つ
か
む
、
勝
負
の
教
室

』」

の
な
か
で
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り
入
れ
た
教
育
の
現
場
が
紹
介
さ
れ
た
。
も
の
ご
と
に
は
考

え
方
や
立
場
の
相
違
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
も
自
分
の
意
見
を
堂
々
と
主
張
す
る
こ

と
を
子
供
達
が
学
び
、
自
立
し
て
い
く
姿
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

 

日
本
に
お
け
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
一
八
七
三
年
米
国
か
ら
福
沢
諭
吉
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
一
九
四
〇
年
代

後
半
よ
り
大
学
の
弁
論
部
、
英
語
研
究
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
も
初
め
の
う
ち
は
揚
げ
足
取
り
に
始
ま
り
、
屁

理
屈
の
言
い
合
い
や
ル
ー
ル
に
慣
れ
て
い
な
い
者
に
よ
る
感
情
的
な
の
の
し
り
合
い
の
口
論
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
回
数
を
重
ね

る
に
従
い
考
え
方
や
立
場
の
相
違
に
も
と
づ
く
様
々
な
意
見
を
注
意
深
く
聞
き
、
整
理
し
、
単
な
る
批
判
を
超
え
て
自
ら
の
意
見
を

主
張
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
時
に
は
肯
定
側
、
否
定
側
を
入
れ
替
え
て
、
全
く
逆
の
立
場
か
ら
の
意
見
を
戦
わ
せ
る
こ
と
も
行
わ
れ

て
い
る
。
自
主
的
意
見
を
堂
々
と
主
張
す
る
訓
練
と
し
て
は
有
効
で
あ
る
。 

 

一
般
論
で
あ
る
が
日
本
人
は
「
④

出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
的
風
潮
の
な
か
に
あ
っ
て
、
思

考
や
言
動
が
自
己
抑
制
的
に
な
り
が
ち
で
あ
り
控
え
め
で
大
人
し
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
特
性
の
由
来
は
前
述
し
た
と
お
り
、
多
く

の
日
本
人
の
意
見
や
主
張
の
基
礎
は
周
囲
の
感
化
を
受
け
や
す
い
個
人
的
な
倫
理
的
・
道
徳
的
価
値
観
で
あ
り
、
各
々
が
絶
対
的
確

信
を
持
ち
に
く
い
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
要
因
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
ま
ず
、
日
本
人
は
水
稲
栽
培

を
中
心
と
し
た
農
耕
社
会
の
精
神
文
化
を
有
し
、
黙
々
と
農
作
業
に
励
み
農
作
物
の
生
育
状
況
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
と
の
対
話
に

重
き
を
置
き
寡
黙
で
あ
っ
て
も
大
き
な
支
障
が
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
ほ
ぼ
単
一
に
近
い
民
族
が
島
国
に
住
み
、
宗
教
的
対
立
な

ど
に
起
因
し
た
異
民
族
と
の
支
配
・
従
属
に
つ
な
が
る
よ
う
な
命
懸
け
の
戦
い
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
強
い
自
己
主
張
の
気
風

が
生
ま
れ
に
く
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
律
令
国
家
（
七
世
紀
～
一
〇
世
紀
）
の
注

２

五
保
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
（
一
六
〇
三
～
一

八
六
八
）
の
注

３

隣
保
制
度
五
人
組
に
よ
り
社
会
秩
序
の
維
持
が
は
か
ら
れ
言
動
が
相
互
け
ん
制
に
よ
り
制
約
さ
れ
て
き
た
経
緯
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
、
日
本
人
の
思
考
上
・
言
動
上
の
特
性
を
醸
成
し
た
補
完
的
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ひ
る
が
え
っ
て
現
在
の
日
本
に
鑑
み
る
と
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
今
後
の
電
力
需
給
へ
の
対
応
や
国
の
借
金
残
高
と
財

政
構
造
の
立
て
直
し
な
ど
火
急
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
専
門
家
に
よ
る
具
体
的
な
事
実
の
追
究
と
的
確
な
対
応

策
の
実
行
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
国
民
一
人
一
人
も
控
え
め
な
行
儀
の
よ
さ
や
謙
虚
な
姿
勢
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
一
方
で
は
状

況
に
応
じ
て
「
出
る
杭
」
に
な
り
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
的
主
張
で
徹
底
し
た
討
論
を
行
い
、
多
面
的
な
理
解
の
も
と
に
核
の
ゴ
ミ
や
財
政

規
律
に
か
か
る
社
会
統
治
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
合
意
形
成
に
参
画
す
る
必
要
が
あ
る
。 

            

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。 
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な
お
、
一
九
六
四
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
日
本
国
民
の
生
活
は
原
子
力
発
電
に
依
存
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
及
び
赤
字
国
債
の
発
行
も
な
か
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
を
契
機
と
し
て
今
後
の
半

世
紀
な
い
し
一
世
紀
に
お
け
る
国
の
指
針
を
明
示
す
る
こ
と
は
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
ま
た
貴
重
な
機
会
で
も
あ
る
。 

（
髙
橋
瞳
『
日
本
入
門
』
に
よ
る
） 

な
お
、
出
題
に
際
し
、
本
文
に
一
部
改
変
を
加
え
て
い
る
。 

 

注
１
神
仏
習
合 

日
本
の
原
始
信
仰
で
あ
る
神
道
の
神
と
、
仏
教
の
仏
を
融
合
さ
せ
再
構
成
す
る
思
想
の
こ
と
。 

 
 

注
２
五
保 
近
隣
の
五
戸
を
一
組
と
し
、
治
安
維
持
・
納
税
な
ど
に
際
し
共
同
責
任
を
負
わ
せ
た
も
の
。 

 
 

注
３
隣
保
制
度
五
人
組 

五
保
を
原
型
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
火
災
・
盗
難
な
ど
の
取
り
締
ま
り
を
連
帯
責
任
で
負
わ
せ
た
も

の
。 

 
 

 
 

（
１
）
傍
線
部
①
「
聖
徳
太
子
に
よ
る
『
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
』
を
規
範
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
が
半
ば
習
慣
化
し
た
状
況
」
と

は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
状
況
を
さ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
、
傍
線
部
①
以
降
の
文
中
の
言
葉
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
２
）
傍
線
部
②
「
沈
黙
し
が
ち
な
自
ら
の
壁
」
と
同
じ
意
味
を
も
つ
表
現
を
、
文
中
の
言
葉
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
３
）
傍
線
部
③
「
討
論
は
、
あ
る
事
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
が
正
し
く
対
立
す
る
側
の
意
見
は
間
違
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
を
教
育
的
に
訓
練
す
る
場
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
あ
る
」
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
よ
っ
て
育
ま

れ
る
特
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。 

 

（
４
）
傍
線
部
④
「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
と
同
様
の
意
味
を
も
つ
こ
と
わ
ざ
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 
 

 

ア 

好
奇
心
は
猫
を
も
殺
す 

 
 

 
 

 
 

イ 

キ
ジ
も
鳴
か
ず
ば
撃
た
れ
ま
い 

 
 

 
 

 
 

    

※

こ

の

問

題

は

、

著

作

権

の

関

係

に

よ

り

掲

載

が

で

き

ま

せ

ん

。 
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ウ 

猿
も
木
か
ら
落
ち
る 

 
 

 
 

 
 

エ 

馬
の
耳
に
念
仏 

 

（
５
）
異
文
化
交
流
に
お
け
る
日
本
人
の
主
張
の
方
法
に
つ
い
て
、
自
身
の
体
験
や
経
験
を
紹
介
し
な
が
ら
一
五
〇
字
以
内
で
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
な
さ
い
。 



 

 

武
蔵
野
学
院
大
学 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

特
待
生
選
抜
入
学
試
験
（
国
語
総
合
） 

模
範
解
答 

二
〇
二
二
年
一
月
二
九
日
実
施 

 

 

受
験
番
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

氏
名 

   

              

 

         

 

    

    

問
一
（
各
２
点
） 

（
９
） 

（
７
） 

（
５
） 

（
３
） 

（
１
） 

す
う
よ
う 

し
ん
し
ょ
く 

き
ん
か
い 

え
き
び
ょ
う 

し
ゅ
く
え
ん 

（
１
０
） 

（
８
） 

（
６
） 

（
４
） 

（
２
） 

つ
ぐ
な 

ま
ぎ 

ふ
た
ば 

さ
ず 

か
た
き 

  

問
二
（
各
２
点
） 

（
５
） 

（
３
） 

（
１
） 

イ エ ウ 

 

（
４
） 

（
２
） 

 

ア イ 

  

問
三
（
各
２
点
） 

（
５
） 

（
３
） 

（
１
） 

一
遇 

自
足 

自
画 

 

（
４
） 

（
２
） 

 

心
機 

一
笑 

※2 ※6 ※1 ※5 



 

 

          

 （
５
） 

 

（
３
０
点
） 

 

   問
四 

 

（
４
） 

（
３
） 

（
２
） 

（
１
） 

 

（
５
点
） 

（
１
５
点
） 

（
５
点
） 

（
５
点
） 

  
 
 
 

イ 

考
え
方
や
立
場
の
相
違
に
も
と
づ
く
様
々
な
意
見
を
注
意
深
く
聞
き
、
整
理
し
、
単
な
る

批
判
を
超
え
て
自
ら
の
意
見
を
主
張
で
き
る
よ
う
に
な
る
。（
も
の
ご
と
に
は
考
え
方
や
立

場
の
相
違
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
も
自
分

の
意
見
を
堂
々
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る 

 

も
可
） 

 

沈
黙
に
も
と
づ
く
曖
昧
な
態
度 

 

協
調
や
和
が
優
先
さ
れ
た
社
会 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

150     100     50     

※
の
箇
所
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い 

※4 ※3 


